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漢字の表現│篆書と隷書
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書を学ぶ楽しさは書くことにあり、また鑑賞することにもある。様々
な書体の中で、現在触れることの少なくなった篆書（てんしょ）と
隷書（れいしょ）は、芸術的にみても興味深い。この映画は、篆書
と隷書に見られる漢字の発生と変遷の歴史を描く。また文字の特徴、
筆遣い、さらに造形芸術としての創作作品も紹介している。

漢字から、時代の変遷とともに今日みられる文字文化、書道文化が
生まれた。
　現存する中国最古の文字は、殷の時代、亀の甲羅や動物の骨に彫っ
た甲骨文字である。殷から周の時代にかけて青銅器が盛んに作られ、
これに彫られた文字を金文という。春秋から戦国時代にかけて地方
によってまちまちになっていた書体が、国々の交通が盛んになるに
つれて整理された。これが篆書の始まりで大篆と呼ばれる。やがて
秦の始皇帝が全国を統一、文字統一が断行され、大篆刻を書きやす
くした小篆という書体が確立した。篆書の用筆法の特徴は、筆のう
ち込みと終わりで穂先を丸める「蔵鋒（ぞうほう）」で、左右相称、
あるいはそれに近い形で縦画による統一が主になる。
　続いて隷書の原型である古隷が生まれた。これは直線的で実用的
な書体であったが漢時代になると装飾性が増し、横画の終筆に波の
うねりのような「波勢（はせい）」を持ち、右払いの最後に髭のよ
うな飾り「波磔（はたく）」をつけた八分隷が生まれる。これが今
日言う隷書である。その後、書き易く読み易い書体、草隷が出現し
次第に行書風になっていく。一方、篆書の簡略体として発展した章
草がやがて草書に移る。最後に行書の筆画を整理した楷書が完成し、
4世紀頃には現在使われている漢字の書体がすべて出揃うことにな
る。日本で発見された漢字資料は 5世紀頃が最古といわれている。


